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   平成２２年度山梨県公営企業会計決算概要について（報告） 

 

 経 
 

 

 緯 

 １  地方公営企業法第３０条第１項の規定に基づき、管理者は平成２２年度企業局３事業の 
   決算を調製し、平成２３年５月３１日、知事に提出した。 
 

 ２ 監査委員への概要説明は、７月２１日に行った。 
 

 ３  本決算は、１１月３０日に平成２３年１１月定例県議会において認定された。 
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 容 

 企業局が経営している、電気、温泉及び地域振興の３事業の決算の概要は、次のとおりで 
 ある。 
 

１ 電 気 事 業 
 
     早川及び笛吹川水系、塩川、小水力の２０発電所で、５億２，９５４万キロワットアワ

ーの電力を供給。当期純利益は、５億６，６９０万５千円となった。 
     なお、主な工事としては、野呂川発電所水車発電機分解点検工事、琴川第一・第二発電

所水車発電機分解点検工事、奈良田第一発電所荒川取水堰堤排砂路改修工事等を実施し
た。 

 
  (1) 収益的収支                       (2) 資本的収支 
       収 入   3,655,924 千円           収 入      141,059 千円 
         支 出   3,089,019 千円          支 出    1,212,407 千円 
         収支差     566,905 千円             収支差 △ 1,071,348 千円 
 
 
 ２  温 泉 事 業 
 
    県営温泉は、６本の源泉から給湯契約数５４０口に対し７５万９千ｍ

3
の給湯を実施。 

   当期純利益は、２，８９３万１千円となった。 
    なお、主な工事としては、配湯管敷設替工事等を実施した。 
 

(1) 収益的収支             (2) 資本的収支 
収 入   158,498 千円             収 入      126 千円 
支 出   129,567 千円             支 出   24,547 千円 
収支差    28,931 千円             収支差  △ 24,421 千円 

 
 
 ３  地域振興事業 
 
   平成１６年４月１日から指定管理者制度の利用料金制を導入。平成２２年度の有料施 
  設利用者数は２２万２，０８４人で、当期純損失は、７，３２５万３千円となった。 
 
 
  (1) 収益的収支                       (2) 資本的収支 
       収 入     130,124 千円             収 入            0 千円 
         支 出    203,377 千円           支 出       40,004 千円 
         収支差   △  73,253 千円            収支差    △ 40,004 千円 

 

 


